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▲市幹部職員らに向って年頭の訓示を行う岸

部市長 

岸部市長、市職員を前に年頭の訓示／市長日誌

学
力
向
上
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　
秋
田
県
教
育
委
員
会
が
進
め
る
秋
田
わ

か
杉
っ
こ
学
び
充
実
事
業
「
学
力
向
上
県

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
12
月
21
日
、
鷹
巣
小

学
校
と
鷹
巣
中
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
、

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
教
育
関
係
者
、
保

護
者
ら
が
秋
田
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や

教
育
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 

　
小
・
中
学
校
の
授
業
公
開
と
有
識
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
、

教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て

指
導
・
助
言
を
受
け
る
こ
と
で
本
県
教
育

の
一
層
の
充
実
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

参
加
者
は
、
午
前
中
、
鷹
巣
小
学
校
と

鷹
巣
中
学
校
で
公
開
授
業
を
参
観
し
た
ほ

か
、
両
校
の
教
職
員
及
び
市
教
育
委
員
会

職
員
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
授
業
の

進
め
方
や
家
庭
学
習
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
石
川
好
さ
ん
（
ノ
ー
ス
ア
ジ

ア
大
学
客
員
教
授
）は
、「
大
都
市
で
は
所

得
の
格
差
が
あ
り
、
地
域
や
家
庭
で
様
々

な
問
題
を
起
こ
し
て
い
る
。
所
得
が
低
い

水
準
で
安
定
し
て
い
る
秋
田
で
は
、
問
題

も
あ
ま
り
起
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
児
童

生
徒
と
教
師
、
保
護
者
と
教
師
の
間
に
信

頼
関
係
が
あ
る
。
教
師
を
尊
敬
す
る
心
が

秋
田
に
は
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
の

ユ
ー
ト
ピ
ア
」
な
ど
と
分
析
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
首
都
圏
で
学
習
塾
を
展
開
し
て

い
る
栄
光
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
広
報
部
長
の
横
田

保
美
さ
ん
は
、「『
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
』

が
学
習
意
欲
を
高
め
る
と
い
わ
れ
る
。
秋

田
で
は
、
こ
の
生
活
習
慣
を
身
に
着
け
ら

れ
る
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
大
阪
は
、

学
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
低
か
っ
た
が
、
大

阪
の
先
生
た
ち
の
指
導
力
が
低
い
わ
け
で

は
な
く
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
家
庭
や

地
域
の
環
境
が
悪
く
、
学
校
が
教
育
支
援

を
受
け
ら
れ
な
い
の
が
原
因
」
と
、
秋
田

の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
よ
さ
を
指

摘
し
て
い
ま
し
た
。 

▲秋田の子どもたちの学力や教育の未来につ

いて考えた「学力向上県民フォーラム」 
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平
成
21
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
が
１

月
４
日
、
阿
仁
地
区
で
開
催
さ
れ
、
消
防

団
員
や
婦
人
消
防
隊
お
よ
そ
７
０
０
人
が

阿
仁
開
発
セ
ン
タ
ー
か
ら
阿
仁
体
育
館
ま

で
行
進
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

鷹
巣
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁
の
４
支
団
計

27
分
団
が
威
風
堂
々
の
行
進
を
し
、
隊
列

の
後
に
は
市
・
各
分
団
の
消
防
車
両
も
加

わ
り
士
気
の
高
い
団
結
し
た
姿
を
披
露
し

ま
し
た
。 

　
上
新
町
で
は
岸
部
陞
市
長
、
吉
田
嘉
隆

団
長
、
近
藤
文
廣
消
防
長
の
観
閲
を
受
け
、

沿
道
で
見
守
る
市
民
に
無
火
災
と
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
意
気
込
み
を
示
し
ま

し
た
。 

　
行
進
終
了
後
、
阿
仁
体
育
館
で
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
岸
部
市
長
が
式
辞
で
「
消

防
人
と
し
て
不
屈
の
闘
志
こ
そ
が
最
善
の

防
御
で
あ
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
果
敢
な

消
防
精
神
を
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
自

然
豊
か
で
美
し
い
ふ
る
さ
と
が
一
層
輝
く

ふ
る
さ
と
へ
と
躍
進
す
る
こ
と
念
願
す
る
」

と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
吉
田
消
防
団
長
が
、
「
我
々
消

防
人
は
常
に
住
民
に
安
心
と
信
頼
を
与
え

る
よ
う
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域

の
不
測
の
事
態
に
対
し
緊
張
感
を
持
っ
て

日
常
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
本
年

４
月
に
機
構
改
革
に
よ
り
支
団
制
が
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
旧
４
町
の

消
防
団
の
歴
史
を
継
承
し
つ
つ
新
た
な
北

秋
田
市
消
防
団
の
歴
史
を
築
く
た
め
団
員

の
更
な
る
団
結
を
願
っ
て
い
る
」
な
ど
と

訓
示
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
、
県
知

事
表
彰
な
ど
が
１
２
０
名
の
団
員
に
授
与

さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
合
川
支
団
第

４
分
団
の
杉
渕
政
和
分
団
長
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
消
防
協
会
大
館
北
秋

田
支
部
主
催
の
防
火
作
文
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
森
吉
中
学
校
の

高
橋
翔
さ
ん
に
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

▲好天の下、各分団が威風堂々の行進を展開

した平成２1年北秋田市出初式 

平成21年北秋田市消防出初式／学力向上県民フォーラム
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平
成
21
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月

４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室
で
岸
部
市

長
が
幹
部
職
員
ら
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を

行
い
、「
機
構
改
革
の
年
。
少
な
い
人
員
で

最
大
限
の
努
力
を
」
と
職
員
の
奮
起
を
促

し
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
、
平
成
20
年
に
つ
い
て
、「
昨

年
は
、
１
０
０
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
大

災
害
に
よ
る
被
害
を
関
係
者
や
市
民
、
市
職

員
が
協
力
し
復
旧
さ
せ
た
年
だ
っ
た
と
い

え
る
。
そ
の
結
果
、
豊
か
な
実
り
の
秋
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
国
植
樹
祭
で
も

そ
う
だ
っ
た
が
、
皆
さ
ん
の
力
が
大
き
く
発

揮
さ
れ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
こ
れ
ま
で
、
内
陸
線
や
阿
仁
ス

キ
ー
場
の
存
続
な
ど
大
き
な
課
題
を
抱
え

て
き
た
が
、
基
本
的
な
も
の
は
解
決
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
い

か
に
し
て
残
す
か
が
課
題
だ
が
、
基
礎
づ
く

り
は
で
き
た
と
思
う
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
所
感
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
新
年
度
の
新
た
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
市
民
病
院
は
８
月
に
建
物
が
完
成
し
、
機

器
の
搬
入
を
経
て
10
月
に
開
院
す
る
。
病

院
で
最
も
大
切
な
の
は
中
身
。
ソ
フ
ト
面

で
も
多
方
面
に
働
き
か
け
て
い
る
。
病
院

建
設
は
全
国
的
に
も
た
い
へ
ん
な
事
業
だ

が
、
市
民
の
健
康
が
第
一
。
立
派
な
病
院
を

作
り
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
病
院
の
開
院
に
合
わ
せ
中
岱
橋

が
完
成
す
る
と
市
内
の
交
通
体
系
の
流
れ

が
変
わ
る
。
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便

性
も
向
上
す
る
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
市
政
を
進
め

た
い
」
と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、「
４
月
に
は
機
構
改
革
を
実
施

す
る
。
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
退
職
者
49

人
に
対
し
、
新
採
用
は
11
人
。
今
後
も
減

員
の
方
向
で
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、

少
な
い
人
数
で
多
く
の
仕
事
を
こ
な
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
事
異
動
も

早
め
に
実
施
す
る
」
と
、
機
構
改
革
へ
の

備
え
と
発
奮
を
求
め
ま
し
た
。 

岸
部
市
長
、市
職
員
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前
に
年
頭
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訓
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月
16
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〜
31
日 

市
長
日
誌 

16
日（
火
）▽
新
病
院
用
務
で
上
京（
東
京
都
） 

17
日（
水
）▽
全
国
植
樹
祭
の
マ
ス
コ
ッ
ト
も
り
っ
ち
に
感
謝
状
を
贈
呈（
市
役
所
）

▽
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
昼
食
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
）▽
新
病
院
の

建
設
状
況
を
視
察
（
大
野
台
）▽
北
秋
中
央
病
院
大
忘
年
会
に
出
席
（
ホ
テ

ル
松
鶴
） 

18
日（
木
）▽
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
用
務
で
県
健
康
福
祉
部
長
と
面
会（
県
庁
） 

19
日（
金
）▽
平
成
20
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会:

最
終
日（
議
事
堂
） 

20
日（
土
）▽
坊
山
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
及
び
祝
賀
会
に
出
席（
坊
山
交
流
セ
ン

タ
ー
）▽
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ
ラ
ン
ト 

Ｉ
Ｎ 

北
秋
田
市

建
設
記
念
講
演
会
に
出
席（
文
化
会
館
） 

21
日（
日
）▽
坊
沢
新
屋
敷
会
館
竣
工
祝
賀
会
に
出
席（
新
屋
敷
会
館
） 

22
日（
月
）▽
全
国
植
樹
祭
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
使
用
し
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ド
ラ
ム
贈

呈
式
に
出
席（
大
太
鼓
の
館
） 

25 
日（
木
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
と
の
懇
談
会
に

出
席（
三
朋
末
廣
） 

26
日（
金
）▽
下
水
道
事
業
運
営
審
議
委
員
会
よ

り
答
申（
市
役
所
）▽
仕
事
納
め
で
本
庁

舎
ほ
か
市
の
各
施
設
を
訪
問
（
本
庁
舎

ほ
か
各
所
） 

▲もりっちに感謝状を贈呈（12/17） 


